
● グループ討論で出た意見 ＜「地球温暖化」グループの場合＞ 

まずは、「立川市の環境の良いところ」と「立川市の環境の改善したい

ところ」について意見を出し合いました。それらの意見をもとに、「環境

の悪いところがなぜ改善されていないのか」について、議論を交わしまし

た。市民、事業者、行政といったそれぞれの立場から見える課題を挙げて

いく中で、「情報交換の機会こそが、環境意識を高めるきっかけになる」

のではないかというひとつの可能性を見出しました。 

次回は、「コミュニケーション機会を増やすための具体的な方策」につ

いて、議論を深めていきたいと考えています。 

＜立川市の環境の良いところ、改善したいところ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループ討論で出た意見 ＜「ごみ減量・まちの美化」グループの場合＞ 

まずは、グループテーマにこだわらず、「環境について興味のあること」

を出し合いながら、知識を情報交換することで、学びを深めました。次に、

興味のあることを切り口に、「立川市の環境の良いところ」と「立川市の

環境の改善したいところ」について意見を出し合いました。 

グループテーマである「ごみ減量」について、立川市民の 1人 1日当た

りごみ排出量の少なさから、意識が高いという話題になり、有料化への対

応や分別の細かさなどが意識啓発、行動変容につながっているのではな

いかという意見にまとまりました。 

次回は、立川市の良いところである「ごみ減量」について、より推進し

ていくはどのようなアイデアがあるかを掘り下げていくとともに、本日

のワークショップ内で出てきた情報を市民の方にもっと発信していくた

めにはどのような工夫が必要かを掘り下げていこうと考えています。 

 

 

 

 

 

● ワークショップについて 

  ワークショップを実施する目的や今後の流れなどについて、市よ

り説明を行いました。ワークショップとは、予定されていることを説

明する説明会等とは異なり、参加者同士で考え、手を動かし、意見を

交わすものであり、市はそこで出た結論を計画策定の参考とします。 

● 本日の討議テーマと進め方について 

激しく変化する昨今の環境問題について、「気候変動」「ごみ減量」「生物多様性」といった視点から

情報提供するとともに、令和５年９月に実施したアンケート調査結果を以下のような説明スライドを

使って、共有しました。また、本日の討議テーマを「“環境”について興味を持っていること」「立川市

の環境の良いところ、改善したいところ」に設定し、グループ討議の進め方を説明しました。 

 ～説明スライド（一部抜粋）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たちかわの未来の環境を語ろう！  

第 1回たちかわ環境 市民ワークショップ ニュースレター 
 

立川市では現在、立川市第３次環境基本計画等の策定に向け、検討を進めています。策定にあ

たっては、社会情勢や市民の意識から、課題等をしっかりと把握する必要があると考えています。  

また、地球温暖化がもたらす気候変動と多発する気象災害、ごみ・食品ロスの問題、生物多様

性の損失や外来生物の増加などなど・・・身近な生活環境の問題から地球規模の環境問題まで、

多くの問題を抱えており、立川市も様々な課題に直面しています。そんな立川市の環境をより良

いものにして、みなさんと共に未来へつないでいくため、「目指すべき立川市の環境」について、

語り合いたいという思いから、ワークショップを開催することとしました。 

 

 

 

発行元 立川市環境下水道部環境対策課 

 

 

 

＜プログラム＞ 

１. 開会 

２． ワークショップについて 

３. グループ討論 

４. 発表 

５. 閉会 

 

＜開催概要＞ 

１. 日時 

    令和６年１月２０日（土） 

    １３時から１５時半 

２. 場所 

    立川市役所内 会議室 

３. 参加人数  

    １６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和公園や畑などがあり、 

自然に触れながら 

生活ができる 

街中に緑が多い点が 

良いと感じる 

水辺に公園が残されており、

行政も緑を残す取組を 

していると感じられる 

立川市の環境の良いところ 
なぜ、改善されて 

いかないのか 

住民、事業者、行政間の 

コミュニケーションが 

足りないのではないか？ 

環境情報にふれる 

とっかかりが 

必要ではないか？ 

商工会の中に、環境に関する 

委員会を設置し、街路樹の整

備などの取組を行っている 

商店街からの広報も行ってい

るが、自治会の加入率も減っ

てきており、そこが増えれば 

情報入手機会も増えると思う 

商工会では、事業者や有識者

を呼んで環境シンポジウムを

開催しているので、ぜひ参加し

ていただきたい 

そういったイベントの周知 

などについては、今後も考え

ていかなければならないと 

思っている 

コミュニケーション、 

情報入手について 

他都市の環境の取組を 

見に行くことでヒントが 

得られる 

歩道の拡幅により、 

街路樹などが整備しやすく 

なる 市報の見出しをよりインパクト

のある内容に見直す 

行政の介入は必要不可欠 

市民が守りたい緑を、行政と 

コミュニケーションを取れる 

制度があるといい 

地域のコミュニティの最小単位

である自治会の取組から 

充実を図るべき 

自治会の入会数が減少傾向 

なので、防災など興味の出る 

テーマも扱って母数を増やす 

SNSなどのネット媒体を 

どう有効に活用していくか 

が重要だと思う 

近所通しのつながりが薄く、 

人と繋がれれば情報入手 

の機会が増える 
緑を整備することにより、 

気温やすごしやすさが 

改善していくと思う 

地域で守っていく取組を、 

個人単位まで広げられれば 

良いと思う 

具体的な取組、対策について 

市民、事業者、行政の情報交換の機会が、 

環境意識を高めるきっかけになるのではないか？ 

次回は、コミュニケーション機会を増やすための 

具体的な方策について、議論したい 

耕作放棄地、放置された 

空き地や道端の雑草が 

生い茂っており、住環境が悪い 

緑よりも産業開発が優先され

ており、昔より緑が減ってきて

いる。 

緑よりも産業が優先されて 

おり、開発により都市化が 

進んでいる印象がある 

街路樹の場所や剪定方法が 

よくないので、緑の 

作り方を考えるべき 

立川市の環境の改善したいところ 

「予防」や「排除」といった 

目線での対策が必要 

市民目線 事業者目線 



● 講評 ＜一橋大学 山下英俊先生＞ 

全体をまとめてコメントさせていただきます。 

まず、こういった場に志願して参加された方々というところも含めて、よく考えて、行動に移している方々

が集まったことに驚きましたし、喜びでもありました。例えば、立川市の 1 日 1 人ごみ排出量がざっくり

600gなのに対して、「私は 15gです。」という話をしてくださる方がいたり、そこから、どのようにそこまで

減量しているかといったアイデアを共有いただいていました。 

また、全グループで「みどり・自然」は話題にあがっていましたが、それについてもそれぞれのご経験を

踏まえてどんな課題があるか、どんな方法で守っていけるのかといった、かなり具体的な提案をしていただ

く方が多い印象でした。これは、ここの場で大判紙に意見を貼って終わりにするのではなく、個別のご意見

についてもきちんとまとめていただき、市として政策に活かせる提案は、どんどん活用していただきたいと

思います。ぜひとも、言いっぱなしで終わらないように整理していただきたいです。 

このワークショップの目的としては、立川市の次期環境基本計画の参考にすることだけではなく、最終的

なアウトプットは、より大きなテーマが中心となってしまうので、そこで拾い切れないけれども市の取組に

活かせる具体的なご提案をたくさんいただいたように思います。 

なお、次回以降のテーマについて、各グループにみどり、ごみ、温暖化とテーマが設けてありますが、グ

ループ名にこだわらず、参加した皆さんの関心に応じて議論を進めていただく方が中身も深まっていくので

はないかと思います。共通して出ていたのは、コミュニケーションや広報のあり方の話題でしたので、今後

の市の施策を変えていくためにも、非常に重要な市民目線の話が出てくると予想されます。それぞれのグル

ープで掘り下げていただけるようなので、ぜひそこは期待したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● アンケート結果（一部抜粋）  ※ アンケート回答者 １６名 

Q グループワークや進行はいかがでしたか？ 

・短い時間の中で、うまく進行できた。 

・他のグループに対し、意見や感想を述べる時間や機会が有ると良い。 

・もう少しテーマを持って話し合えるとよかった。 

・テーマが絞り切れなかったが個人の関心の高い問題を出し合えてよかった。 

・あるテーマの深堀ではなく、フリートークになり多少、まとまりの点で心残りが出た。 

・発言しやすかった。 

  Q 討議テーマの設定はいかがでしたか？ 

   ・もう少しグループ間のかき根を低くした方が意見が出しやすいと思った。 

   ・ブレーンストーミングの形で、コアとなる「ゴミ（廃棄物）」を中心とした様々な課題、内容を 

知ることができた。 

・環境や地球温暖化の対策に絞り込んで、各立場で意見を出せると良いと思いました。 

   ・自然、ゴミ、緑化等は関連しており総合的にとらえた方がよい。 

   ・自分の問題意識が少し足りないテーマだと感じたが、他のメンバーの方の意識の高さが分かって良かった。 

  Q そのほか、ご意見・ご感想はありますか？ 

  ・年代や経歴の違う人たちの話を聞くことができて環境に関する意識が高まりました。 

   ・こういう会合をくり返しやって欲しい。 

  ・市としての課題などを聞いてみたいと思いました。 

  ・環境問題は個別の課題だけでなく、人々の生活、教育とも関連しており、視野を広げる上で、 

本ワークショップはよい機会である。 

   ・ワークショップ 3回で終わるのは時間不足。 

・この様な集まりに集まってくるのは意識が高い人なので、問題は、それ以外の人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループ討論で出た意見 ＜「ごみ減量・まちの美化」グループの場合＞のつづき 

＜立川市の環境の良いところ、改善したいところ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループ討論で出た意見 ＜「自然環境保全」グループの場合＞ 

まずは、立川市の環境の良いところ、改善したいところについて、「気

になる身近な環境問題」という切り口で意見を出し合い、「容器包装プ

ラスチック」と「立川の美しいみどりを守る」の２点について議論を交

わしました。なお、「立川の美しいみどりを守る」については、生産緑地

などのみどりを守るためのアイデアについて、次回以降、深堀していく

ことで、市民参加の仕組みづくりやみどりを活用した環境学習などを考

えていきたいと考えています。 

＜立川市の環境の良いところ、改善したいところ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市の環境の良いところ、改善したいところ（「ごみ減量・美化」グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ減量について 

● 「ごみの減量」をより推進していく 

ためのアイデア 

● 「情報発信」の方策と工夫について 

文化的な生活 自然について 

分別の多さが 

意識の高さの表れ 

みどり（木）が多い。 

農地・畑が 

残っている。 

文化を守る事業が盛ん

である。 

→ 歌舞伎、相撲など 

山々の風景（富士山） 

が豊かできれい。 

市の規模に対して 

図書館が 

充実している。 

ごみ処理に積極的。 

市のごみ処理に対する

やる気を感じる。 

エコバスがほしい。 
タバコの 

ポイ捨てが多い。 

質の良い 

リサイクルが必要。 

人の出入り、流れが多

いことから、ポイ捨て、

マナーの悪化 

が気になる。 

次回の意見交換のテーマ 

環境について興味のあること 

★ ごみの（排出が）少ない街、新しい施設 

プラスチックごみの減量 

温暖化、異常な暑さ、防災 

自然保護、農地保全 

住みやすさ、文化的な生活の充実 

プラスチックの個包装

がなくなるような 

仕組みづくりが必要。 

生産者に返却する仕組

みを考えるとよいので

はないか。 

新しくできたごみ処理

施設をきっかけに興味

を持った。 

 ただ焼却するだけで
はもったいない 
→熱で発電している！ 

アルミ、鉄なども 
分別回収の仕組みがあ
ってよいのではないか 

個人でも、ごみを出す

前に測定している。 

4.5万ｔ→2.6万ｔ 

有料化などの効果で、減量を

実現した。 
→「有料化」も重要では。 

 立川は家庭から出るごみが
少ないことをもっと誇りに思
っていいのではないか？ 

「見える化」が減量の 
ポイントとなる！ 

減量には「生ごみ」もポ

イントになる。コンポス

トの活用が重要。 
1人 1日当たりの 
ごみ排出量について、 

ざっくりと 
● 日本  ９００ｇ 

   ● 立川市 ６００ｇ 

立川市の環境の良いところ 

農業が残っている。 

みどりが豊かな街。 

自然がたくさん 

残っている。 

街のきれいさ 

小さな公園が多く、 

トイレや照明設備が 

整っている 

治安が良く、駅周辺の

環境美化に事業者も 

協力してくれている。 

立川市の環境の改善したいところ 

生ごみ処理のための 

「たい肥の素」を 

無料配布している 

ごみの分別が細かい。 

新施設「クリーンセンタ

ーたちむにぃ」の 

熱効率が良い。 

立川には自然の多さと

住みやすさを感じる。 

今年の猛暑は厳しかっ

たので孫の世代まで、

地球環境は大丈夫か 

不安。 

防災に興味がある。 

農地保全が重要。 

散歩してると多摩川の

ポイ捨てが気になる。 

立川市にとって重要なテーマ 

 


